



Rumi Tanbo: Letters written to "Sensei" - a teaching method in having students write








































































































































































導入 ステップ 1:結びつくこと (教師の話)
展開 ステップ2:討論すること (ペア活動、パー
トナー ・インタビュー)























































































卜で生徒の変化を確認する。         (恋愛)
六次 柄谷行人 『漱石の多様性一 『こゝろ』をめ   ・ 恋をすることで人が変わって周囲の人を傷つ
ぐって』を読み、自分たちの読みと比較し、     けることがありそれを自分で気づくことの大
発展させて考える。(新たな観点を持つこ    切 さ
とで、もう一度小説を読み返した生徒も現   ・ 恋 と友情 ・人間は追いつめられたらどうなる
れる。)                    か 。一生背負わなきゃいけない罪 ・金銭と恋
七次 登場人物に宛てた手紙を課題とする。       愛 をめぐる確執 など
(時代)
3 実践                     ・ 現代の寂真 ・同時代文明への批判 ・明治とい
(1)生徒の作品の捉え方               う時代について・サスペンス・終わる明治と
最初は長い、難しそうなどと抵抗を示した生徒    矛 盾するこころ など
もいたが、授業を進めるうちに、自然と自主的に   (人間性)
文庫本で作品のすべてを読むものが増え、感想を   0 人の運命 0人、未来 など
‐  授 業以外の場面で話しかけてくるようになるなど、
少しずつ漱石の魅力に近づいていった。       問 3 本文中で印象に残った言葉は?
・ 精神的に向上心のない者はばかだ。 34人
‐   間 1 人の 「こころ」はどんなものだと考えます   。 恋は罪悪ですよ 9人
|      か。本文中に出てくる感情、考えを表す語   ・ 覚悟?覚悟ならないこともない 7人
|      のうち、自分が普段感じていなかった感情   ・ おれは策略で買っても人間としては負けたの
はどんな言葉ですか?              だ 7人
1      軽蔑 犠牲 侮蔑 超然 復讐 切ない    。 人間全体を信用しないんです。 ・正直な道を
愴然  同情 街往 覚悟 強情 優柔      歩くつもりでつい足を滑らした。 2人
残酷  倫理的弱点をもつ 煩悶 澳悩    ・ もっと早く死ぬべきだのになぜ今まで生きて
1      弱い人間  狡猾 強い人間 苦しい 悔    い たのだろう 6人
1      恨 利己心 羞恥 余裕 自尊心 善良    ・ もう取り返しがつかないという黒い光が私の
単純 向上心 我慢 勇気 正直 恐怖     未 来を貫いて  2人
熾烈な感情                 ・ 貴方は死という事実をまだまじめに考えた事
がありませんね
問2 小説のテーマは何だと思いますか。(漱石   ・ 私は寂しい人間です 2人
の描きたかったものは?)           ・ ばかだ、私はばかだ
(こころに関すること)              ・ そうして振り返って、お、すまにほとばしって
・ 心の弱さ0人の心の本質 ・人間の心の深さ・     いる血潮を初めて見たのです。
人それぞれの感情や考え方の違い・様々な感   ◆ 今、お帰り?・復讐心 ・魔法棒のために一度
情が交錯する中生きていかなければならない     に化石された 2人
人生の難しさ・私 (先生)のこころ・私の心   ・ 人間の罪 ・明治の精神 ・それでも私はついに
の葛藤 0人の心など               私 を忘れることができませんでした。
(人間関係)                   ・ もし相手がお嬢さんでなかったならば、私は
。 人間関係の難しさ。世の中の人との関わりあ     どんなに彼に都合のいい返事をその渇き切っ
いから生じる愛情、同情、敵対心のうつりか     た顔の上に慈雨のごとく注いでやったか分か































































































































































































































































































































































































































































12)馬場證子 ・永井撤 共編 :ライフサイクル
30
の臨床心理学.培風館,1997.
13)近藤裕子 :臨床文学論―川端康成から吉本ば
ななまで一.彩流社,2003.
